
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473800504

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 社会福祉法人　誠幸会

訪問調査日 2015年12月25日

事業所名 グループホーム泉の郷川和

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2016年2月12日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年12月25日

事　業　所　名

（ 224-0057

名

名

名

27 名

3 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム泉の郷川和

登録定員

通い定員

平成28年2月22日

横浜市都筑区川和町2309

宿泊定員

定員　計

平成28年2月12日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成　２７　年度

株式会社　R-CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

Ｈ２7年６月１日指 定 年 月 日

　　社会福祉法人　　誠幸会

1473800504
Ｈ１５年６月１日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成27年11月28日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●このホームの経営母体は、社会福祉法人誠幸会です。本法人は、横浜北部を中心に、特別養護
老人ホームを含む多方面にわたる高齢者介護事業・横浜市地域ケアプラザ指定管理業務・障がい
者福祉事業・保育園の運営等　総合的な福祉事業を展開しています。グループホームは、このホー
ムを含めて5事業所あります。このホームは、横浜市営地下鉄の川和駅から徒歩10分程度の周囲が
田園地帯の名残を残す住宅地の中にあります。2階建2棟の3ユニットのグループホームです。門扉を
入ると玄関までのアプローチはスロープになっており、脇にはプランターが並べられ、春先は花が咲
き誇ります。玄関前のスペースに長椅子を2脚設置し、気候が良い日や天気の良い日には、日光を
浴びながら外気浴の場所としても活用しています。
●法人の理念「質の高いサービスと満足の提供、感謝の返礼」を根幹として、毎年、法人の理事長が
社訓を発表しています。今年度は、「利他の心で共創の場づくり」を掲げて、朝夕の申し送りの際法人
理念を唱和し、共有化に取り組んでいます。これに加えて、各ユニット毎に例えば「何のため、誰のた
めの支援なのかを考え行動します」といった具体的な介護理念を作成し、現場での介護サービスに
反映させています。このホームは、開所後13年目を迎えている歴史のあるホームで、経験豊富な職
員もいることから、困難なケースの利用者も受け入れています。また横浜市では、数少ないグループ
ホームでのショートステイを行って利用者のニーズに応えています。
●地域との交流は、自然な形で、午前中玄関前に出ている利用者と近隣住民とは日常的な挨拶や
会話がなされ、通学中の小学生とも挨拶を交わす間柄です。自治会に加入して、地域の行事（盆踊
り・お祭・どんど焼き等）に参加したり、地域の清掃活動に職員が参加しています。また地域の防災訓
練にも参加しています。最近、認知症サポーターが中心で近くの小学校で行われた認知症に関する
寸劇にホーム管理者が参加したりもしています。

本部で毎月開催される認知症介護に関する研修で、必要な知識、技術、態度、視点を
学べるように努めています。

他の事業所での受け入れが困難なケースなどにも対応しています。

横浜市では数少ないショートステイを行っているホームです。 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム泉の郷川和

あさがお

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人理念をより意識して実践を行うように朝と
夕方に行う送りで唱和している。

法人の理念「質の高いサービスと満足の提供、
感謝の返礼」をより意識して実践を行えるよう
朝・夕の申し送りで唱和し、共有しています。
毎年出る理事長の社訓を事務所に掲示し、法人
理念に基づいた具体的な介護理念を各ユニット
で作成し、現場の仕事に反映させています。

今後の継続

近隣住民の方との日常的な挨拶や会話、学生の
通学中の挨拶を行っている。道路に面した位置
で花を育てることにより地域のなかでの景観を
損ねない取り組みをしている。

近隣住民の方々と利用者の日常的な挨拶や会話
や通学中の小学生との挨拶を心掛けています。
道路に面した位置にプランターを並べるなど地
域の景観にも配慮しています。地域の行事（盆
踊り・お祭・どんど焼き等）にも参加していま
す。近くの小学校で行われた認知症の寸劇に管
理者が参加しました。

今後の継続

毎年行われている川和秋祭りで地域の方々をお
誘いして認知症介護についての質疑応答を行い
認知症介護の普及につなげたいと考えている。

2ヶ月に一回開催している。役所の担当、町内
会の方、利用者様とご家族に参加頂き情報交換
をしている。

2ヶ月に1回定期的に開催しています。区役所の
担当、町内会、利用者・ご家族などに参加いた
だき、ホームの活動報告、空きベッドの状況、
事故報告等を行い、参加者との情報交換を行っ
ています。有益な意見をいただた場合には、
ホームの運営やサービスの改善に反映させてい
ます。

今後の継続

担当の方にも運営推進会議に参加頂き意見を聞
いたりホームの実情を把握して頂いている。

区役所とは必要に応じて電話連絡や窓口へ行
き、連携を取り合っています。生活支援課と
は、常に連絡を取り合い、利用者の状況を報告
しています。また、区役所からの研修案内に
は、感染症等のタイムリーな研修などには、必
ず参加しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

内部研修で学んでいる。疑われる様な事も含
め、職員同士が注意しあえる関係を作り虐待の
無い支援に努めている。

来訪時や電話連絡をした際にご意見を聞いてい
ます。意見や要望等は運営推進会議でも報告す
る様にしている。

ご家族の来訪時や電話連絡をした際に、ご家族
の意見・要望を聞いています。ご家族からの要
望・意見は迅速な対応を心がけていますが、必
要な場合は、管理者経由で本部に報告し、検討
の上、運営に反映させる仕組みになっていま
す。同時に、運営推進会議でも結果を報告する
ようにしています。

今後の継続

玄関は施錠せず自由な出入りが出来る様にして
います。どのような事が身体拘束になるのか、
内部研修で学んでいる。職員同士の話題となる
事もあり、話し合いを持ちながら拘束とならな
いケアを心がけている。

どのような事が身体拘束になるのか等、法人の
年間研修で学び、常に身体拘束をしないケアに
取り組んでいます。何げない言葉が言葉の拘束
になる場合があり、そうした場合、職員同士が
話題に出来る職場の雰囲気になっています。各
ユニットの玄関は、施錠せず自由に出入りが出
来ます。

今後の継続

内部研修で学んでいる。後見人制度を利用され
ている方もいる。

不明点や疑問点が残らないよう、丁寧な説明を
心がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

法人の内部研修（介護の基礎、医療面など）を
実施している。

職員からの要望はいつでも聞くことが出来るよ
うに心がけている。

職員からの要望は、いつでも管理者が聞けるよ
うに心掛けています。毎月1回の職員全体会議
である川和会議やリーダー会議を通して、職員
の意見集約の機会にしています。出された意
見・提案の中には、その場で決めたり、必要な
場合には、議事録に載せ、本部に提出し、判断
を仰ぐ場合もあります。

今後の継続

昇給と賞与時の年3回の評価で、個々の努力や
実績を評価している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前の事前面接で情報収集を行っている。

職員同士の直接交流はないが、実習生の受け入
れや法人内での他部署へのヘルプなどでまずは
法人内での交流を図れるようにしている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

入居前の事前面接で情報収集を行っている。事
前に施設の見学に来て頂いたり、ご家族様との
関係が良好な物となるよう努めている。

ご本人とご家族の意向を把握してからご入居頂
けるように努めている。対応困難な事が起きた
際はご家族や市の担当者、ご本人に説明して他
のサービズ利用を含めた対応が出来る様に迅速
な対応を心がけている。

信頼関係が築ける様、こちらの事も知って頂け
るような関わりをしている。

ご家族の意見を取り入れご本人が安心してサー
ビスを利用できる様にしている。こちらで困っ
た事があればご家族に相談し提案をして貰った
り、ご家族に出来る事は協力して頂いている。

ご夫婦が居られるので、双方が会いたい時に会
えるように支援している。

友人や親戚の方が来所し、食事に出かけている
利用者もいます。ご夫婦が違うユニットに居ら
れるので、双方が会いたい時に会えるように支
援しています。年賀状を出す利用者には職員が
手伝い、やり取りを継続出来るよう支援してい
ます。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

退居された後関わりは無いが、行事へのお声か
けをしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ユニット内に拘らず他ユニットの方との関わり
も持てるように支援している。レクやお散歩、
他ユニットでのレクにも参加出来る様にしてい
る。

ケアプラン作成時にご本人との会話の中から把
握できるようにしている。日々の行動や言動、
表情から思いを把握できる様に観察し情報共有
できるようにしている。

日々の行動や言動、表情から利用者の思いを把
握出来るように観察し、職員間で情報共有に取
り組んでいます。ケアプラン作成時に利用者と
の会話の中からも意向把握を心掛けています。
週1回は、利用者の希望に応え、ノンアルコー
ルビールを飲める日を設けるなど、思いを実現
できるように努めています。

今後の継続

入居時に確認させていただいている

入居時に確認させていただいている。入居後の
変化についてはご家族に都度確認や相談をさせ
ていただいている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

現状に合ったケアが出来るよう職員間で情報共
有し反映させている。日々の変化は都度ご家族
に連絡して相談、ケアプランに反映させてい
る。

現状に合ったケアが出来るよう職員間で利用者
の情報を共有しケアに反映させています。特別
な変化のない場合は、6ヶ月に1度の見直しを行
いますが、その際には「暮らしの場面」を細か
く項目別に分けた支援情報アセスメントを作成
の上、情報を分析し、ケアプランの見直しを
行っています。

今後の継続

様々な気付きを共有できる事が今の課題であ
る。日々の様子は個々の記録として残してあ
る。

可能性を決めつけるのではなく何を支援すれば
出来るようになるかを前提に考えられるように
している。

多様なニーズに対応できるように各専門職の知
識をお借りし、地域資源を活用できるようにと
考えている。

基本的にはご家族に依頼しているが、身内の方
がいらっしゃらなかったり遠方の方が多い為、
職員が付き添いを行っている。そに結果をご家
族に連絡している。

協力医療医に毎月1回通院しています。基本的
には、ご家族に依頼していますが、身内のいな
い方や身内が遠方にいる方が多い為、職員が付
き添いをすることも多く、受診結果をご家族に
連絡しています。歯科医は、依頼した際に往診
に来ます。法人内看護師が週1回来て利用者の
健康管理をしています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

週に1回の訪問看護で相談、指示を貰ってい
る。変化があった時は随時連絡が取れる体制に
なっている。

入退院時にサマリ等で情報交換を行っている。
主に管理者が訪問し、今後の方向性ついて確認
させて頂いている。

火災時の訓練は年に2回行っている。 秋と春の年2回は避難訓練を行っています。消
防署と防災機器の会社に立ち会ってもらい、消
火訓練や通報訓練を行っています。地域の防災
訓練にも、職員が参加しています。備蓄品につ
いては、本部で備蓄されているので、このホー
ムでは、お米と水を多めに在庫することを検討
しています。

今後の継続

対応困難な場合は特養等への入居のお話しをさ
せて頂いている。御家族の希望があり協力医が
見つかり体制が整えば看取りをさせて頂く事も
可能である。

利用者が重度化し、対応が困難になった場合
は、特養などへの異動のをご家族に提案してい
ます。ご家族の希望により、看取りに対応でき
る協力医が見つかり、体制が整えば看取りを行
うことも可能です。本部の研修でも看取り介護
を取り上げ、職員が心の準備が出来るよう研修
を受けています。

今後の継続

本部で行われる内部研修に参加し学んでいる。
又、訪問看護ナースの訪問時に困りごとや心配
ごとを都度相談し対応の確認をしている。急変
時に迅速に対応が出来る様にマニュアルを備え
ている。
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次のステップに向けて
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己
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

さり気ない声掛けを心がけている。職員同士声
をかけあい介助時のプライバシー確保に努めて
いる。

さり気ない声掛けを心掛けています。トイレ介
助の際などは、トイレのドアを閉めて、小さな
声で利用者の人格を尊重するよう配慮していま
す。職員同士の意見交換の際には、利用者の名
前を出さず、プライバシーの確保に取り組んで
います。

今後の継続

会話の中でさり気なく探ったり、ケアプラン作
成時にはご本人に話を聞き一緒に考えて頂いて
いる。

法人理念を毎日唱和し意識できるようにしてい
る。希望に添えない状況の場合も他ユニットの
応援を頼んだりホーム全体での支援という体制
が定着する様努めている段階です。

月一回の訪問美容の利用の有無をご本人に確認
している。

食事作りの下ごしらえ、味見、後片付け等、
個々の出来る方法に応じて行って頂いている。

メニュー委員会が、メニューを決め、各ユニッ
ト毎に食材の手配をしています。ユニット毎に
差がありますが、ジャガイモ・にんじんの皮む
きなど食事作りの下ごしらえを利用者に手伝っ
てもらっています。行事食や季節に合わせた食
事を提供することで、季節感を味わってもらい
ながら食事を楽しめるように配慮しています。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

チェック表に記入し把握が出来る様にしてい
る。体重の増減が激しい方は一日トータルで確
保できるよう、提供量の工夫もしている。ナー
スに相談しアドバイスを受けている。

毎食後誘導している。うがいが難しい方には
ガーゼ使用、拒否がある方は就寝前には口腔ケ
アが出来る様誘導している。

尿意便意が無くなりつつある方が増えてきてお
り、現段階では使用を減らす事が難しい。必要
時に適切なパットの種類を使用できるよう使い
分けをしている。

重度化に伴い、尿意・便意が無くなりつつある
方増えてきていますが、日中は小さめのパット
を使用し、トイレでの排泄出来るように支援し
ています。排泄の自立をなるべく長く維持でき
るよう、夜間も時間を決めてトイレに誘導する
している方もいます。

今後の継続

一人一人の排泄パターンの把握に努めている。
状態に応じて適した薬のアドバイスをナースよ
り貰い主治医に相談している。

一日を通して入浴出来る様な体制が定着するよ
う努めている段階です。重度化に伴い2人介助
が必要な方もおられるので、その方にあった回
数や方法、足浴や清拭等、個別の支援が出来る
にしていきたい。

週2回の入浴支援を基本としています。一日を
通して入浴出来る体制を整えている段階です。
重度化に伴い2人介助が必要な利用者もいるの
で、その方に合った回数や方法、足浴・清拭等
も取り入れながら個別に入浴支援を行っていま
す。季節感を味わうゆず湯・菖蒲湯も行い、
違った気分を味わえるようにしています。

今後の継続
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

体調や希望に応じて休息して頂いている。昼食
後は横になる時間を設けているが、横になりた
くないという方はリビングや外のベンチでお好
きな様に過ごされている。

変更や追加があった場合は情報が共有できる様
に申し送りを密にしている。通院ノートを新し
くし、見やすい様に分かりやすい様に、他の科
の主治医にも報告がしやすい様にした。

出来る事を把握し職員間で共有、役割となるよ
う支援している。お散歩や他ユニット訪問で気
分転換出来る様にしている。同行出来る方には
個人の買い物にお連れしている。

昼間は玄関外へ自由に出れる様に施錠はしてい
ない。隣のユニットに行かれたり、ホーム敷地
内を歩かれている方もいる。同行出来る方には
個人の買い物にお連れしている。

日中は、玄関から自由に出られる様、施錠をし
ていません。玄関前の長椅子で、日光浴をしな
がらの外気浴を楽しんだり、敷地内を歩いた
り、隣のユニットに行くこともありま。プラン
ターの花の世話をしたり、職員と一緒に近くの
コンビニに買い物に出かけている利用者もいま
す。

今後の継続

あさがおユニットでは、現金を個人管理されて
いる方はいない。事務所でお預かりしている。
幾らあり幾ら使えるかは都度お伝えし、購入希
望リストを作っている方もいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

以前は使用されていた方もいたが、現在入居さ
れている方は電話の使用はされていない。携帯
電話でご家族とやり取りされている方はいる。
お手紙を書かれる方も居ないので、ご家族に伝
えたい事がある時は代筆したり電話をかけて伝
える様にしている。

ソファーや椅子、外にはベンチを設置し好きな
時に好きな所で過ごせる様にしている。利用者
様が塗った絵等を貼っていく内に、利用者様自
ら貼る様になり利用者様同士の会話の話題と
なっている。

リビングには、ソファーや椅子を置き、外には
長椅子を設置し、好きな時に好きな場所で過ご
せるようにしています。リビングには、利用者
が作成したレクの作品を貼っていく内に、利用
者自ら貼るようになり、利用者同士の会話の話
題になっています。一日2回のお茶の時間に
は、体操をしています。掃除の際は、利用者に
モップ掛けをお願いしてリビングを常に清潔に
しています。

今後の継続

ソファー等で自由に過ごせる様にしている。自
席がもう一つの居場所となるよう、心地良く過
ごせる様にその方に合ったクッションや足台、
車椅子を用意している。

入居時に使い慣れた物を持って来て頂いてい
る。持ち込みが無い方は、入居後に心地よい環
境となるよう揃える様にしている。

入居時に、利用者の使い慣れた家具・備品を持
参いただき、居心地の良い居室なるよう配慮し
ています。持ち込みの家具のない利用者には、
入居後、心地よい環境になるよう少しづつ家
具・備品を買い揃えるようにしています。

今後の継続

１階と２階が分かれている為、歩く事は出来る
が階段を認識されない方の危険を感じる事があ
る。安全に生活できる様、今後の対策を検討す
る必用がある。
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事業所

グループホーム泉の郷川和
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 28

多様なニーズにお応え
できるようになる

最初から出来ないとは
考えずにどうしたらで
きるかを考えられるよ
うになる

１年

2 35

災害時のマニュアル作
成

災害時のマニュアルを
作る

１年

3 27

情報伝達の不備がある 必要な情報が何であ
り、何を次に伝えるの
かがきちんと整理し把
握できる

年度末までに

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

平成27年12月25日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

課題が出た際に、出来
る方法を職員と一緒に
考え、様々な視点から
物事が考えられるよう
にしていく

マニュアルの作成・備
蓄倉庫への備蓄

朝夕のミーティングや
連絡ノートを通じて申
し送りの再確認を行う
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム泉の郷川和

 ユニット名 すずらん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

法人理念をより意識して実践を行うように朝と
夕方に行う送りで唱和している。

近隣住民の方との日常的な挨拶や会話、学生の
通学中の挨拶を行っている。道路に面した位置
で花を育てることにより地域のなかでの景観を
損ねない取り組みをしている。

毎年行われている川和秋祭りで地域の方々をお
誘いして認知症介護についての質疑応答を行い
認知症介護の普及につなげたいと考えている。

2ヶ月に一回開催している。役所の担当、町内
会の方、利用者様とご家族に参加頂き情報交換
をしている。

担当の方にも運営推進会議に参加頂き意見を聞
いたりホームの実情を把握して頂いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

玄関は施錠せず自由な出入りが出来る様にして
います。どのような事が身体拘束になるのか、
内部研修で学んでいる。職員同士の話題となる
事もあり、話し合いを持ちながら拘束とならな
いケアを心がけている。

内部研修で学んでいる。疑われる様な事も含
め、職員同士が注意しあえる関係を作り虐待の
無い支援に努めている。

内部研修で学んでいる。後見人制度を利用され
ている方もいる。

不明点や疑問点が残らないよう、丁寧な説明を
心がけている。

来訪時や電話連絡をした際にご意見を聞いてい
ます。意見や要望等は運営推進会議でも報告す
る様にしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

職員からの要望はいつでも聞くことが出来るよ
うに心がけている。

昇給と賞与時の年3回の評価で、個々の努力や
実績を評価している。

法人の内部研修（介護の基礎、医療面など）を
実施している。

職員同士の直接交流はないが、実習生の受け入
れや法人内での他部署へのヘルプなどでまずは
法人内での交流を図れるようにしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接、入居時にご本人の意向を伺いケアプ
ランに反映することで全職員が共有できるよう
にしている。意向を伺う際にも今困っているこ
と、これからどんな生活をしたいか等具体的に
伺うようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

事前面接、入居時に意向を伺い必要に応じて相
談援助を行っている。入居される前の段階でも
ご家族からの相談にお答えした実績もある。

当ホームだけを勧めるのではなくその方に適し
たサービスに関してはご説明して提案するよう
にしている。

生活の中心はご入居者本人であることを理解
し、出来ることできないことをきちんと見極め
て支援するように努めている。

通院時には極力ご家族にお願いしている。ま
た、衣類の購入、廃棄などにもその都度ご家族
と連絡を取り関係性の継続に努めている。昨年
度1度写真入りのお便りをご家族にお配りして
様子を伝えた。

ご家族以外にもご友人との面会や電話での会
話、手紙のやり取りなど自由にできるようにし
ている。また、ご入居者自身が近隣の方との馴
染みの関係性を作られている方もいらっしゃ
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

ご入居者の相互関係を見極めながら支援してい
る。入居者同士お互いに支え合おうとする姿も
多く見られている。

サービス終了時法人内サービスへの移行があれ
ば相互への情報提供を行っている。他サービス
への移行時にも次のサービスが決まるまでは相
談、支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

ケアにおいて個別で対応し感謝の返礼を行い特
に排泄に関してのお話しや対応についてはご本
人様以外の方にわからないように行います

ご本人様の思いを常に傾聴し選択肢をご提案し
ています

安全にケアが行える範囲でご本人の言葉や仕草
から推測される希望について個別に対応してい
ます。

ご利用者様の希望で居室に鏡とブラシを用意し
ている方がいらっしゃいます

野菜の皮むき、もやしのひげ取り、テ－ブル拭
き、”いただきます””ごちそうさま”などの
声掛けやトレイ拭きなどその人の希望に沿った
お手伝いをお願しています
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

職員が入居者個人チェック表や排泄チェック表
に記入、閲覧による情報の共有で個別にケアを
行っています

自立されている方は、忘れずに行えるよう声掛
けし、介助が必要な方は一緒に行い拒否のある
方は、可能な時間を見計い行っています

排泄の失敗が無いように時間でトイレ誘導を行
う。もし排泄による失敗があったとしてもいち
早く発見できるよう様子観察しています

自立で排泄されている方のチェックが排泄
チェック表に反映されているかを確認し職員間
で情報を共有、便困が浅い日に薬以外の方法で
解消できるよう取り組んでいます

出来る限り希望する曜日や時間帯に入浴できる
よ様に個別に対応しています。拒否があり指定
された職員の介助による入浴にも対応していま
す。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

日中、休息が必要な方には臥床していただき、
ホーム内どこにいても安心安全に過ごせる環境
を提供しています。

薬についてのすべてを職員みんなが把握するの
は難しい事ですがすぐに調べることができる環
境にしており、医療機関からの指示で服薬によ
る支援と症状の変化の確認が必要な方は、情報
を共有しています。

フロアの掃除機がけ、ゴミ集め、トレイ拭きは
自らの役割として行い、週に一度のビールの日
やお誕生日ごとにお祝いとしてケーキを提供し
ています。

通院の際、外食やお買い物をするなどの対応や
ご家族との通院、地域で行われるイベントに参
加しています。

ご本人がお金を所持することはありませんが必
要な物があれば個別に使えるように対応してい
ます。「
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

ご本人の希望があれば対応いたします。

ご利用者様が行った季節感のある塗り絵や折り
紙を食堂の壁に貼ったり季節の草花をテーブル
に飾っています。

玄関外のベンチで一人になれ、ラウンジにある
ソファーでは気の合ったご利用者様同士の会話
を楽しむことができます。

ご本人が使用されていた家具を置いたりご家族
の写真を壁に貼ったり、ご自分の洗濯物を干せ
るようにしている方もいます。

トイレ、浴室、廊下、フロア、食堂に手すりの
設置とご自分の部屋のドアに名札を設置して区
別できるようにしています。
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事業所

グループホーム泉の郷川和
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 28

多様なニーズにお応え
できるようになる

最初から出来ないとは
考えずにどうしたらで
きるかを考えられるよ
うになる

１年

2 35

災害時のマニュアル作
成

災害時のマニュアルを
作る

１年

3 27

情報伝達の不備がある 必要な情報が何であ
り、何を次に伝えるの
かがきちんと整理し把
握できる

年度末までに

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

平成27年12月25日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

課題が出た際に、出来
る方法を職員と一緒に
考え、様々な視点から
物事が考えられるよう
にしていく

マニュアルの作成・備
蓄倉庫への備蓄

朝夕のミーティングや
連絡ノートを通じて申
し送りの再確認を行う
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

○ 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム泉の郷川和

 ユニット名 ひまわり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

法人理念をより意識して実践を行うように朝と
夕方に行う送りで唱和している。

近隣住民の方との日常的な挨拶や会話、学生の
通学中の挨拶を行っている。道路に面した位置
で花を育てることにより地域のなかでの景観を
損ねない取り組みをしている。

毎年行われている川和秋祭りで地域の方々をお
誘いして認知症介護についての質疑応答を行い
認知症介護の普及につなげたいと考えている。

2ヶ月に一回開催している。役所の担当、町内
会の方、利用者様とご家族に参加頂き情報交換
をしている。

担当の方にも運営推進会議に参加頂き意見を聞
いたりホームの実情を把握して頂いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

玄関は施錠せず自由な出入りが出来る様にして
います。どのような事が身体拘束になるのか、
内部研修で学んでいる。職員同士の話題となる
事もあり、話し合いを持ちながら拘束とならな
いケアを心がけている。

内部研修で学んでいる。疑われる様な事も含
め、職員同士が注意しあえる関係を作り虐待の
無い支援に努めている。

内部研修で学んでいる。後見人制度を利用され
ている方もいる。

不明点や疑問点が残らないよう、丁寧な説明を
心がけている。

来訪時や電話連絡をした際にご意見を聞いてい
ます。意見や要望等は運営推進会議でも報告す
る様にしている。
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価
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外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

職員からの要望はいつでも聞くことが出来るよ
うに心がけている。

昇給と賞与時の年3回の評価で、個々の努力や
実績を評価している。

法人の内部研修（介護の基礎、医療面など）を
実施している。

職員同士の直接交流はないが、実習生の受け入
れや法人内での他部署へのヘルプなどでまずは
法人内での交流を図れるようにしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接、入居時にご本人の意向を伺いケアプ
ランに反映することで全職員が共有できるよう
にしている。意向を伺う際にも今困っているこ
と、これからどんな生活をしたいか等具体的に
伺うようにしている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
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価
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

事前面接、入居時に意向を伺い必要に応じて相
談援助を行っている。入居される前の段階でも
ご家族からの相談にお答えした実績もある。

当ホームだけを勧めるのではなくその方に適し
たサービスに関してはご説明して提案するよう
にしている。

生活の中心はご入居者本人であることを理解
し、出来ることできないことをきちんと見極め
て支援するように努めている。

通院時には極力ご家族にお願いしている。ま
た、衣類の購入、廃棄などにもその都度ご家族
と連絡を取り関係性の継続に努めている。昨年
度1度写真入りのお便りをご家族にお配りして
様子を伝えた。

ご家族以外にもご友人との面会や電話での会
話、手紙のやり取りなど自由にできるようにし
ている。また、ご入居者自身が近隣の方との馴
染みの関係性を作られている方もいらっしゃ
る。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

ご入居者の相互関係を見極めながら支援してい
る。入居者同士お互いに支え合おうとする姿も
多く見られている。

サービス終了時法人内サービスへの移行があれ
ば相互への情報提供を行っている。他サービス
への移行時にも次のサービスが決まるまでは相
談、支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

必ず、お名前でお呼びし、あだ名や短縮した呼
び名では呼ばないようにしている。また、個人
の気持ちを尊重し、個別対応で、その方の生活
リズムを大切にしている。

信頼関係を基本とし、希望や、思いを言える関
係作りをしている。

ドライブ、買い物、散歩等、希望を伺い、対応
している。

女性利用者様には、衣服購入の際には一緒に買
いに行き、お好きな柄や色の物を選んで頂いて
いる。また、男性の利用者様は髭が伸びないよ
うにし、また、月に1回の訪問理容もある。

出来る入居者様には、簡単な野菜の下処理や、
テーブルを拭き、お盆拭きをして頂いている。
また、職員も共に一緒に食べており、会話を楽
しみながらとしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

水分、食事チエック表を記載し、摂取状況を把
握している。嚥下の困難な入居者様には、ミキ
サー食や、ゼリーを作っている。

毎食後に、口腔ケアーを行っている。介助が必
要な入居者様には出来ない部分を把握し、清潔
が保たれるよう支援している。

排泄表を元に、一人一人に合わせた排泄間隔を
把握し、トイレ誘導をしている。

排便チェックを日々行い、便秘にならぬよう
に、朝の牛乳、ヨーグルト、青汁等の摂取をし
て頂いている。

入浴日は暫定的に設定してはいるが、希望され
た方には、希望された時間に入浴出来るように
している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

室温、明るさ、時間を個別に配慮し、室の良い
睡眠が出来るように、支援している。

職員全員が個人の薬を把握出来るように、お薬
ファイルがある。また、服薬に関しては、間違
いのないように、厳密にマニアル化されてい
る。

ドライブ、買い物、散歩等、希望を伺い、対応
している。

御家族との外出や、友人宅に遊びに行かれる事
もある。個別ケアーとして、希望の品を買いに
行っている。

金銭管理は、事務所で行っているが、小遣いと
して、少額のお金をご自分で管理し、お好きな
物を購入されている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

希望があれば、職員も守りのもと支援してい
る。

季節感を取り入れて、花を飾ったり、綺麗な絵
を掛けたりしている。

個別にお部屋があり、そこではテレビを見た
り、寛いたりできるようになっている。また、
リビングにはソファーもあり、他の方々との共
通の場にもなっている。

出来る限り、ご本人の嗜好、御家族の思いを取
り入れている。

トイレ、個々のお部屋にはわかり易いように、
提示している。また、危険がないように、常に
見守りをするように配慮している。
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事業所

グループホーム泉の郷川和
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 28

多様なニーズにお応え
できるようになる

最初から出来ないとは
考えずにどうしたらで
きるかを考えられるよ
うになる

１年

2 35

災害時のマニュアル作
成

災害時のマニュアルを
作る

１年

3 27

情報伝達の不備がある 必要な情報が何であ
り、何を次に伝えるの
かがきちんと整理し把
握できる

年度末までに

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

課題が出た際に、出来
る方法を職員と一緒に
考え、様々な視点から
物事が考えられるよう
にしていく

マニュアルの作成・備
蓄倉庫への備蓄

朝夕のミーティングや
連絡ノートを通じて申
し送りの再確認を行う

平成27年12月25日

目　　標

㈱R-CORPORATION外部評価事業部


